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1 はじめに 

１－１ 事業目的 

玄海原子力発電所の立地自治体である玄海町は、観光資産として「浜野浦の棚田」を有してお

り、ゴールデンウィーク期間を中心に多くの写真愛好家等が来訪しているが、町内に消費の受け

皿が少なく、また時期もゴールデンウィークに集中するなどの課題があり、年間を通じた観光流

動の拡大や消費促進による地域経済への波及効果を高めることが課題となっている。 

町では令和 2年度、観光戦略を策定し、観光施策を進めているが、交流人口の拡大には、町単

独では観光資産や人的リソースが十分ではないという課題があり、その解決のために、玄海町を

含む広域観光圏について、 

（１）現状把握やポテンシャル調査などのマーケティング分析、地元観光関連事業者との協議 

（２）周辺自治体と連携した広域観光の可能性と持続可能な観光事業について検証 

（３）周辺自治体との体制づくりや広域観光ルート開発、プロモーション活動等の取り組み 

を段階的に進めていくことが求められている。 

そのために、令和 2年度及び令和 3年度に引き続いて、九州経済産業局では、広域連携による

観光振興のための取り組みを支援するとともに、魅力ある観光ルートの開発や受入れ体制構築に

必要な調査事業を行うことを目的とする。 
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１－２ 事業内容 

令和 4年度は、事業目的を達成するために下記の事業を実施する。なお、広域観光圏の基本エ

リアとして、本事業では玄海町、唐津市（唐津市のうち旧肥前町、旧鎮西町、旧呼子町）の旧上

場 4町を想定する。 

 

１ 玄海町と広域の官民で構成される広域検討会の開催 

玄海町と唐津市、観光協会等の広域の観光振興に関係する官民で構成される広域検討会を立ち

上げ、作成しているロードマップに基づき、アドバイザー又は実践者（以下「専門家」とい

う。）によるアドバイスをもとに、令和 4年度の活動計画を策定する。 

 

２ 広域観光圏の観光関連事業者が集う共創会議開催のための事前準備 

次項の共創会議を初回開催するにあたり、観光関連事業者の実態を把握し会議で取り上げるテ

ーマを決めるなど、事前準備を行うものとする。 

 

３ 広域観光圏の観光関連事業者が集う共創会議の開催 

広域観光圏の基本エリアに立地する観光関連事業者（観光施設・宿泊施設・飲食店・直売所等

の物販施設など）等に呼びかけて、エリア一体となった持続的な観光地域づくりに向けて、今後

の連携プラットフォームとなる共創会議を立ち上げ、2回程度開催する。 

 

４ 共創プロジェクトの試行 

共創会議で検討した共創プロジェクトを観光関連事業者等と調整の上、試行する。また、試行

結果に基づき改善点や課題等の整理を行い、地域で継続して実施できるよう上記会議で観光関連

事業者等にフィードバックするものとする。 

 

５ 広域観光圏の魅力の情報発信方法・推進体制の検討 

地域が主体となって旅行会社向けに広域観光圏の魅力をより効果的に PR し、観光誘客につな

げるため、広域観光圏内における観光関連事業者のセールスツールの素案及び営業体制を検討

し、その検討結果を基に 2件程度試行的に旅行会社に営業活動を行う。 
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２ アドバイザー 

アドバイザーを以下に定め、検討会の運営を行った。 

氏名・肩書 業務内容に関する専門知識・知見 検討会議における役割支援の視点等 

大方 優子 

九州産業大学 

地域共創学部 

観光学科教授 

観光学を専門とし、観光者の行

動・心理、観光産業におけるマー

ケティングの研究を行っている。

福岡県観光審議会委員を務めた経

験を有するほか、観光の専門家と

して、福岡県内を中心に多くの自

治体で審議会委員等を務める。 

※令和 2、3 年度調査事業アドバイザー 

【アドバイザー】 

・広域観光のあり方、観光事業の方

向性に係る助言等 

・その他観光政策全般に係る助言等 

村上 和夫 

立教大学 

観光学部 

名誉教授 

観光学を専門とし、萩女子短期

大学、横浜商科大学、立教大学に

在籍、2018 年より現職。観光庁

の「初等中等教育における観光教

育の推進に関する協議会」や「高

等学校普通科分科会」座長を務め

るほか、日本観光研究学会 評議

委員等を歴任している。 

【アドバイザー】 

・広域観光のあり方、観光事業の方

向性に係る助言等 

・教育旅行に係る助言 

・その他観光政策全般に係る助言等 
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＜期待する成果＞ 

・ 事業者同士のつながりを構築できると良い。 

・ 呼子町のイカを観光の入り口とし、そこからその他の観光スポットにつ

なげるような観光ルートが構築できると良い。 
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２ 第 1回開催結果 

 

①アドバイザーによる講演の概要 

・観光教育を進めるためには、学校教育と連携した地域理解とアイデンティティの創出、地域連

携をベースとした”創る観光”の担い手を育成することが重要である。 

・地域理解とアイデンティティの創出するためには、自分の住む地域について調査して分かった

事柄を発信することや地域をどのように発展したら良いかを主体的に考え、考えたことを社会

に発信することが必要である。 

・地域の普段の生活から、観光の滞在シナリオを創り発信することで観光客の呼び込むコンテン

ツになる。 

・観光資源と地域の課題を教育旅行や観光教育を通して、デザインすることが地域の魅力向上に

つながる。 

 

②グループワークの概要 
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【GW２ カスタマージャーニーマップの作成】 

●1 班：漁船体験 

 

 

●２班：棚田での農作業体験 

 

  

ステージ

行動

・船に乗る準備
・ライフジャケットを
着る
・イカダに移動

・餌やり(魚種：アジ) ・取ってきた魚を捌く ・食べる(魚せんべい）

感情

サービス ・事前に魚を取る

ステージ
13:00

町民会館（バス移動）
13:30

棚田到着
14:00
作業

16:00
作業終わり

17:00
点灯

行動

・受付をする
・バスに乗る

・バスから降りる
・説明
・物をもらう
・場所移動
・歩く

・さす
・歩く
・もらう

・イカ焼きを食べる
・おにぎりを食べる

感情

サービス
・バス ・ペットボトル

・地図
・班分け



 

17 

３ 第 2回開催結果 

 

①グループワークの概要 
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22 

５ 共創プロジェクトの試行 

 

５－１ 共創プロジェクトの企画 

共創会議での議論により、共創プロジェクトとして、上場エリアの事業者を対象にしたモニタ

ーツアーを実施するとした。 

 

１ 開催目的 

上場エリアの事業者に、身近にある上場地域の観光資源の魅力や課題を実感してもらうことを

目的に、プロジェクトとして上場 4町の観光資源を訪問する事業者モニターツアーを実施する。 

なお、モニターツアーについては訪問先の事業者にホストとして案内役を務めてもらうこと

で、観光資源の魅力への理解の深化を図る。 

モニターツアーは会議と一体的に行い、ツアー終了後に、観光資源の魅力や課題、それに関係

するステークホルダーなど事業者目線での意見交換を行い、参加者にその場でフィードバックを

行う。 

 

２ 開催時期 

令和 5年 2月 8日（水）9：00～18：50 

 

３ 参加者 

モニターツアーの参加者は 11名であった。 

  





 

24 

５ 当日の様子 
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６ 広域観光圏の魅力の情報発信方法・推進体制の検討 

 

６－１ ヒアリング調査の実施概要 

共創プロジェクトで実施したモニターツアーのルートや、ツアーの際に訪問した観光資源につ

いて、旅行商品の可能性について、旅行会社を中心にヒアリング調査を実施した。 

上場エリア、通常の活動内容や各町における観光の印象について聞くとともに、旧上場４町に

よる広域連携の可能性や、共創会議・共創プロジェクトへの参加意向なども把握するために実施

した。 

 

１ ヒアリング実施先 

ヒアリングは旅行会社を中心に 3社依頼し、その内 2社で実施した。 
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７ 令和５年度以降の活動の方向性 

前章までの検討結果をもとに、次年度以降の方向性を下記に示す。 

 

ア 人材育成・ネットワークづくり 

【本年度の到達点】 

・本年度事業における共創会議や共創プロジェクトの開催は、これまで上場地域において取り組

まれていなかった事業者間のネットワーク形成のキックオフとなった。 

・今後も、本取り組みを契機とする事業者間ネットワークの取組を継続し、参加者の拡大や連携

の深化に繋げていくことが重要である。 

【活動の方向性】 

・モニターツアーなどによる地元のネットワークづくりの継続 

・勉強会・講演会等の継続的な実施による観光人材の育成 

・広域連携を進めていくための体制構築 

 

イ 観光商品開発（体験等）・販売 

【本年度の到達点】 

・共創会議の開催により上場地域の観光資源について事業者間での再確認ができるとともに、共

創プロジェクトでのモニターツアー実施により、地元だからこそ体験してこなかった地域の観

光資源の魅力の再認識につながった。 

・今回のモニターツアー内でも参加者同士の連携のアイデアが出ており、ネットワークづくりを

契機とするコラボレーションにより、観光商品を開発し、販売に繋げていく可能性も示唆され

た。 

【活動の方向性】 

→地元事業者の観光資源を活用した体験・商品造成、造成支援 

→唐津観光協会等、地域での旅行業務資格を活用し、上場地域の商品を販売委託 

→ふるさと納税による体験商品の販売 

 

ウ プロモーション・情報発信（セールス） 

【本年度の到達点】 

・共創会議、共創プロジェクトを通じて、地域事業者への地域資源の PRを実施した。それによ

り地元での上場地域の魅力の再認識につながった。 

・また、地域商社により上場地域を紹介する冊子が作成されており、今後はその媒体を使ったプ

ロモーションを実施していくことが考えられる。 

【活動の方向性】 

→情報誌・フリーペーパーを福岡で配布するとともに、地域内でのマイクロツーリズムを促進 

→パンフ・Web・SNS 

→教育旅行等のセールス・情報発信 
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エ データ収集・分析・共有 

【本年度の到達点】 

・共創会議の開催にあたり、統計データやスマートフォンの GPSデータ等を収集・分析し、地域

事業者への情報提供を行った。 

・今後は、継続的な情報収集を行うとともに、分析結果を地域で共有し、課題の解決に繋げてい

くことが必要となる。 

【活動の方向性】 

→ビックデータや分析ツールの運用・プロモーション結果共有 

→上場地域来訪者へのアンケート調査 など 

→HPアクセス状況 

 

オ 活動資金調達 

【本年度の到達点】 

・本年度の共創会議、共創プロジェクト等については、本事業内での実施となっている。 

・今後、ネットワークづくりや商品開発、プロジェクトの実施に向けて自走可能な資金獲得を行

っていくとともに、その基盤づくりを行っていくことも必要である。 

【活動の方向性】 

→町の予算以外に観光庁等予算も活用 

 

 



 

 

 

 



（様式２）
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